
平成 30 年度 環境保全活動実施報告【沖縄地区】  

(1)実施日 平成 30 年 8 月 17 日(金) 

(2)実施場所 知念岬海久手堅海岸（沖縄県南城市） 

(3)参加者 35 名（34 名＋事務局 1名） 

(4)協力 南城市 

(5)活動内容 午前：全員で海岸清掃を行う。その後、子供達を中心に海岸でサンゴ

の死骸や貝殻を拾い、ビンゴをそろえる生物多様性ゲームを行

う。また、海水を汲み上げ琉球料理体験を行った。 

昼食：自分達でつくった琉球料理（海水豆腐＋おから） 

午後：ワックスバー作り（蝋燭のロウを熱で板状に伸ばし貝殻やサン

ゴのかけらを固める壁飾り）を体験作成。 

 

 

 

 

 

 

回収したゴミを前に 

        琉球料理体験の様子 

(6)スケジュール 08:15 県庁前に集合。バスにて小禄駅経由、南城市へ 

09:30 南城市久手堅海岸着 

10:00 海岸清掃と生物多様性ゲーム 

11:00 海水豆腐＋おからづくり体験（琉球料理） 

13:00 昼食 

14:30 ワックスバー作り体験 

17:00 県庁前 到着・解散 

(7)参加者の感想 ・沖縄の環境･食･海の魅力をあらためて気付くことができた。 

・過去のビーチ清掃はゴミがなく、きれいだった。やるからには今回

の様に多くのゴミを回収できる所を選んだ方が良いと思った。 

・普段見ているキレイな海とは違った面が見られた。これを機会に沖

縄の海や環境について深く考えて行きたいと思った。 

・環境保全活動は観光資源を預かる旅行会社にとって責務であると思

うので、今後も参加して行きたい。 

・サステナビリティについて改めてその必要性を認識しました。 

・観光立県沖縄として、この活動を継続していきたい。 

※その他、夏休み中ということもあり、子供たちに色んな体験をさせ

ることが出来て大変良かったとの感想があった。 

(8)その他情報 【南城市知念】：環境保全活動を行なった場所は、近くに世界遺産の斎

場御嶽（せーふぁーうたき）があり、琉球王国最高の聖地であり現在

でもパワースポットとして有名。また、知念岬からは琉球開闢（かい

びゃく）の祖アマミキヨが天から舞い降りてきたと言われる神ノ島「久

高島」を眼前に見渡すことができる。 

 


